
　

　

H 24 ～ H 24

①

②

①

②

②

①

②

従事職員数

7,000 7,000人件費単価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

人 0.2 0.2

千円 1,400 1,400

一般財源 千円 2,384 2,384

そ の 他 千円

起　　債 千円

県補助金 千円

C

の

財

源

内

訳

国補助金 千円

 直接事業費 A 千円 984 984

 総事業費 C（A+B） 千円 2,384 2,384

% 100 100

25年度

基 1 1

26年度 27年度

（目標達成年度）

単位
全体計画

30年度以降

平成24年度・浦桑地区（上五島高校前区域）にごみステーションを設置し、祖父君神社

前のごみステーションへの集中を避けるとともに、交通渋滞の緩和及び通学

路の危険を防止する。

100%

 成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

 事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入  活動指標：事務事業の活動量を表す指標

1基・上五島高校前にごみステーションを１箇所設置し、祖父君神社前のごみス

テーションへの集中を緩和する。

　→ごみステーション　新設１基（2.2㎡）

（活動指標数値） （指標積算根拠）

①
ごみステー

ション設置

 項ｺｰﾄﾞ

 基本事業名称

312

 関連計画 法令・条例規則等 新上五島町廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例

 事務事業ｺｰﾄﾞ 2010301  細目ｺｰﾄﾞ

2

 政策名称

 施策名称

安全、便利、快適な生活環境づくり

 基本事業ｺｰﾄﾞ 20103  目ｺｰﾄﾞ 2

 施策ｺｰﾄﾞ 201

平田　竹喜担当者

単年度事業

財務会計の位置付け

 政策ｺｰﾄﾞ 2  款ｺｰﾄﾞ 4

年度

年度

課　名 環境課

課長名 網田　勝

24平成平成

設置数÷設置予定

数

工事実績÷工事計

画

（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠）

しまの自然とともに生きる環境づくり

ごみ減量化とリサイクルの推進

一般廃棄物処理事業費

 （対象指標1） 40世帯

平成24年度

工事進捗率

28年度 29年度

内

訳

 人件費　B

24年度

 （対象指標2）

成果指標

課ｺｰﾄﾞ 113

24

～

201030102

事業種類

24

平成

年度

活動指標

事業期間

作成年度

（活動指標名称）

 事務事業名称

 対象：誰、何を対象にしているのか

総合計画の位置付け

 対象指標：対象の大きさを表す指標

 目的：何をしたいのか

評価対象事業名称 ごみステーション整備事業

コード

記入日

 （対象2）

地区住民

H24.7.25

新規事業評価表【事前評価】

 （対象1）

計画（PLAN） 

実施（DO） 



　

●

 次年度以降に計画を見直して実施する   事業内容を見直して事業を実施する

  ●

  次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

  当分の間は実施しない

類似事業と整理統合して実施する

実施期間を見直して事業を実施する

計画どおりに事業を実施する

  

  事業費を減額して事業を実施する

・受益者負担は適正です

か。

・類似事業との整理統合

はできませんか。

1次 2次 3次

次年度以降に計画どおり実施する
事

業

の

方

向

性

1次 2次 3次

  

・事業の対象・目的は適

切ですか。

・町が税金を投入して行

う必要がありますか。

201030102ｺｰﾄﾞ

1

次

評

価

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容評価項目

この地域は、ごみステーションの設置数が少なく、朝の通勤時間帯になると１箇所に車でのゴミ出しが集中するため、

交通の妨げとなっている。また、この道路は幅員も狭く高校の通学路としても利用されていることから危険度が高い。

ごみステーションを新設することによって、朝のごみ出しが分散されるため、１箇所集中が緩和されるとともに、交通

等の安全性が確保される。

町民の生命を守り、安心・安全な生活環境を確保することは、町の責務である。

地区からの要望もあり、交通渋滞や通学路の安全性が確保されない。

・事業の緊急性・必要性

はありますか。

・事業を行わない場合の

影響はありますか。

・事業費を削減できませ

んか。（費用対効果）

 

ゴミステーションの形状を変えることによって事業費は削減できるが、国道沿いで大勢の人目に付く場所であることか

ら、景観も重視する必要があると判断した。

設置工事に係る受益者負担はない。

できない。

※3次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

2次評価

3次評価

住民等の意見

町 の 対 応

　安全、便利、快適な生活環境づくりのため必要な事業であると判断する。

なお、国道沿いの目立つところに設置することから、設置後の清掃などの維持管理については地区と協議し適正に行う

こと。

評価（CHECK） 


